
保
推
進
計
画
」
の
中
に
お
い
て
、
都
市
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
重
点
を
置
く
べ
き
課
題
と
し
て
次
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
県

民
の
安
全
確
保
に
資
す
る
、
②
活
力
あ
る
長
寿
社
会
形
成
の
た
め
の
、
③
県
民
の
心
身
の
健
康
の
維
持
増
進
に
資
す
る
、
④
都

市
住
民
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
都
市
の
う
る
お
い
の
創
出
に
資
す
る
、
⑤
広
域
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
対
応
し
た
、

⑥
大
都
市
、
地
方
の
状
況
に
対
応
し
た
、
⑦
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
に
対
応
し
た
都
市
公
園
の
整
備
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
面
積
確
保
の
手
法
の
一
例
と
し
て
、
未
利
用
公
地
、
工
場
跡
地
な
ど
の
大
規
模
空
閑
地
の
活
用
、
他
の
公
共
施

設
と
の
一
体
的
整
備
、
斜
面
緑
地
や
小
規
模
空
閑
地
を
都
市
緑
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
、
ま
た
、
公
園
管
理
の
方
法
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節
　
総
合
水
資
源
計
画
と
河
川
流
域
環
境
の
変
化

一
　
総
合
水
資
源
計
画
と
渇
水
対
策

長
期
水
需
給

計
画
の
策
定

兵
庫
県
は
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
十
二
月
に
「
水
需
給
計
画
」
を
見
直
し
た
が
、
そ
の
後
の
安
定
成
長

下
で
の
予
想
を
上
回
る
産
業
構
造
の
変
化
や
人
口
増
加
の
鈍
化
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
加
え
、
水
利

用
の
合
理
化
、
節
水
意
識
の
向
上
等
の
進
展
に
よ
り
水
需
給
構
造
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
県
の
総
合
計
画

と
し
て
新
た
に
「
兵
庫
二
〇
〇
一
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
と
整
合
し
た
長
期
水
需
給
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
将
来
に
お
け
る
発
展
動
向
を
展
望
し
つ
つ
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
、
水
需
要
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
水
資
源
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対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
水
供
給
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
昭

和
六
十
一
年
に
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
を
目
標
年
次
と
す
る

長
期
水
需
給
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
は
、「
兵
庫
二
〇
〇
一

年
計
画
」
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
う
る
お
い
と
活
力
に
み
ち
た
生
活

文
化
社
会
の
構
築
」
を
目
指
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
経
済
活
動
に
必

要
不
可
欠
な
水
資
源
を
計
画
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。

　
水
需
要
予
測
と
し
て
は
、
生
活
用
水
は
、
人
口
の
増
加
や
生
活
水

準
の
向
上
等
を
背
景
に
、
目
標
年
次
に
は
基
準
年
で
あ
る
昭
和
五
十
八
年
の
一
・
三
七
倍
に
な
る
と
推
定
し
た
。
工
業
用
水
は
、

鉄
鋼
等
の
用
水
型
産
業
の
根
強
い
発
展
や
先
端
産
業
の
発
展
に
よ
り
、
基
準
年
の
一
・
三
三
倍
に
な
る
と
見
込
み
、
農
業
用
水

は
農
地
面
積
の
減
少
や
単
位
面
積
当
た
り
の
需
要
増
を
踏
ま
え
一
・
〇
五
倍
に
な
る
と
見
込
ん
だ
。
こ
れ
ら
を
前
提
に
、
①
水

利
用
の
合
理
化
（
節
水
意
識
の
高
揚
、
さ
ら
に
高
度
な
回
収
水
利
用
の
推
進
等
）、
②
水
資
源
開
発
の
推
進
（
ダ
ム
開
発
、
森
林
の
水
源

か
ん
養
能
力
の
増
大
等
）、
③
水
の
広
域
的
運
用
（
各
水
道
企
業
団
事
業
の
推
進
等
）
の
三
つ
の
柱
で
総
合
的
水
資
源
対
策
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

兵
庫
県
総
合
水
資

源
計
画
の
策
定

「
兵
庫
二
〇
〇
一
年
計
画
」
に
お
い
て
は
、
計
画
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
計
画
を
補
強
、

補
完
す
る
「
一
九
九
〇
年
代
の
重
点
方
策
」
が
平
成
三
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
。
重
点
方
策
で
は
、
生
活

水
準
の
高
度
化
、
生
産
活
動
の
拡
大
な
ど
新
た
な
展
開
が
進
む
と
と
も
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活
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の
創
造
と
地
域
特
性
を
活
か
し
た
快
適
環
境
づ
く
り
を
求
め
る
状
況
が
進
展

す
る
と
見
通
し
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
水
に
関
わ
る

諸
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
総
合
的
な
水
資
源
計
画
の
策
定

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、翌
平
成
四
年
に
「
兵
庫
県
総
合
水
資
源
計
画
」（
計

画
期
間
：
平
成
三
〜
十
二
年
度
）
が
策
定
さ
れ
た
。

　
「
兵
庫
県
総
合
水
資
源
計
画
」
は
、
従
来
の
長
期
的
な
水
需
給
の
安
定
化

の
方
向
を
継
承
し
つ
つ
、
水
資
源
を
水
量
の
み
で
な
く
、
水
質
、
環
境
機
能

等
も
含
め
た
多
面
的
な
資
源
と
し
て
捉
え
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
水
資

源
に
関
わ
る
諸
施
策
の
体
系
的
な
推
進
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
基
本
方
針

と
し
て
、
①
安
定
し
た
水
需
給
体
制
の
確
立
、
②
豊
か
で
清
ら
か
な
水
の
創
出
、
③
水
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
三
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ダ
ム
な
ど
基
幹
的
な
水
資
源
の
開
発
や
水
の
再
生
利
用
の
推
進
、
水
源
山
地
の

保
全
整
備
、
生
活
排
水
対
策
の
重
点
的
促
進
に
よ
る
河
川
や
湖
沼
の
水
質
保
全
、
潤
い
の
あ
る
水
辺
環
境
の
保
全
と
創
出
等
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

水
道
用
水
ダ
ム

の
整
備
の
進
展

長
期
水
需
給
計
画
や
総
合
水
資
源
計
画
の
中
で
水
資
源
開
発
施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
洪
水
調
節
機
能
も
併

せ
持
つ
ダ
ム
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
整
備
が
完
了
し
た
水
道
用
水
ダ
ム
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

〔
一ひ
と

庫く
ら

ダ
ム
〕

　
川
西
市
の
淀
川
水
系
猪
名
川
支
川
一
庫
大お
お

路ろ

次じ

川
に
水
資
源
開
発
公
団
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
治
水
・
利
水
ダ
ム
で
あ
る
。
昭
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和
四
十
三
年
に
猪
名

川
の
河
道
改
修
と
の

一
体
的
整
備
に
よ
り

洪
水
の
被
害
を
軽
減

し
、
併
せ
て
渇
水
時

に
は
農
業
用
水
、
上

水
道
用
水
と
し
て
ダ

ム
か
ら
水
を
補
給
し

て
、
人
口
が
急
増
す

る
阪
神
地
域
に
お
い

て
新
た
に
五
〇
〜
六

〇
万
人
分
の
都
市
用
水
を
生
み
出
す
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
六
三
八
億
円

の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
昭
和
四
十
三
年
の
調
査
所
開
設
か
ら
五
十
九
年
ま
で
一
六
年
の
歳

月
を
経
て
ダ
ム
は
完
成
し
た
。

〔
青
野
ダ
ム
〕

　
三
田
市
の
武
庫
川
水
系
青
野
川
に
県
が
建
設
し
た
治
水
・
利
水
ダ
ム
で
あ
る
。
武
庫
川

流
域
の
洪
水
対
策
及
び
北
摂
・
北
神
地
域
の
水
道
水
源
の
確
保
の
た
め
の
多
目
的
ダ
ム
と

表41　治水・利水ダム（昭和55年～平成6年完成）の諸元

区分 一庫ダム 青野ダム 安室ダム 三宝ダム 呑吐ダム 大川瀬ダム 川代ダム
位置 川西市 三田市 上郡町 春日町 三木市 三田市 丹南町

形式 重力式コン
クリート 同左 同左 同左 同左 同左 ゲート式

堤高（m） 75.0 29.0 50.0 35.1 71.5 50.8 9.0
堤頂長（m） 285 286 172 178 260 164 95
流域面積（㎢） 115.1 51.8 6.4 1.2 328.8 279.6 219.1
総貯水容量（千㎥） 33,300 15,100 4,300 271 18,860 9,300 1,280
完成年 昭和58年 昭和62年 平成3年 平成6年 昭和62年 平成3年 平成4年
� （『ダム便覧』より作成）
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し
て
、
昭
和
四
十
年
代
に
調
査
・
計
画
が
本
格
化
さ
れ
、
六
十
二
年
に
完
成
し
た
。

〔
安や
す

室む
ろ

ダ
ム
〕

　
上
郡
町
の
千
種
川
水
系
安
室
川
に
県
が
建
設
し
た
治
水
・
利
水
ダ
ム
で
あ
る
。
昭
和
四
十

九
、
五
十
一
年
に
発
生
し
た
洪
水
被
害
を
契
機
と
し
て
建
設
計
画
が
具
体
化
し
、
安
室
川
の

洪
水
調
節
及
び
既
得
取
水
の
安
定
化
、
河
川
環
境
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
相
生
市
、
赤

穂
市
、
上
郡
町
、
揖い

保ぼ

川が
わ

町
（
現
た
つ
の
市
）、
御
津
町
（
同
）
の
水
道
水
源
の
確
保
を
目
的

と
し
て
平
成
三
年
に
完
成
し
た
。

〔
三み

宝た
か
らダ

ム
〕

　
春
日
町
（
現
丹
波
市
）
の
由
良
川
水
系
三
井
庄
川
支
川
大
谷
川
に
県
が
建
設
し
た
治
水
・

利
水
ダ
ム
で
あ
る
。
昭
和
六
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た
「
生
活
貯
水
池
」
制
度
（
治
水
・
利
水
対
策
を
目
的
と
す
る
小
規
模
ダ
ム
建
設

に
対
す
る
国
庫
補
助
事
業
）
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た
日
本
で
最
初
の
ダ
ム
で
あ
る
。
三
井
庄
川
沿
い
の
洪
水
対
策
と
併
せ
て
、

三
七
〇
戸
の
未
給
水
地
区
を
解
消
し
、
春
日
町
に
水
道
用
水
を
供
給
す
る
と
い
う
地
域
の
大
き
な
期
待
を
受
け
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
事
業
は
、
地
元
の
協
力
も
あ
っ
て
わ
ず
か
六
年
間
で
平
成
六
年
に
完
成
し
た
。

〔
呑ど
ん
吐ど

ダ
ム
・
大
川
瀬
ダ
ム
・
川
代
ダ
ム
〕

　
東
播
磨
か
ら
北
神
戸
地
域
に
お
け
る
恒
常
的
な
水
不
足
を
解
消
し
、
農
業
用
水
と
水
道
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
国

営
東
播
用
水
事
業
に
よ
り
、
加
古
川
水
系
の
三
木
市
に
呑
吐
ダ
ム
、
三
田
市
に
大
川
瀬
ダ
ム
、
丹
南
町
（
現
丹
波
篠
山
市
）
に

川
代
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
六
十
二
年
、
平
成
三
年
、
四
年
に
完
成
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
三
つ
の
ダ
ム
を
接
続

写真 73　青野ダム
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す
る
約
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
導
水
路
が
整
備
さ
れ
た
。

渇
水

対
策

本
県
の
水
資
源
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
条
件
の
一
つ
で
あ
る
降
水
量
を
見
て
み
る
と
、
積
雪
等
に
よ
り
比

較
的
降
水
量
が
多
い
県
北
部
に
対
し
、
県
南
部
は
瀬
戸
内
気
候
に
属
し
降
雨
に
乏
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
本
県
の
昭
和
五
十
年
頃
の
年
間
降
水
量
は
、
日
本
海
側
の
二
〇
〇
〇
〜
二
四
〇
〇
ミ
リ
に
対
し
、
瀬
戸
内
側
で
は
一
二
〇

〇
〜
一
四
〇
〇
ミ
リ
と
半
分
程
度
で
あ
っ
た
。
東
播
磨
地
域
を
中
心
に
点
在
す
る
全
国
有
数
の
た
め
池
群
は
、
古
く
か
ら
水
の

確
保
に
苦
労
し
て
き
た
証
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
本
県
で
は
度
々
渇
水
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
に
お

い
て
も
、
昭
和
五
十
九
年
、
六
十
一
年
、
平
成
二
年
、
六
年
に
渇
水
が
頻
発
し
た
。

　
「
列
島
渇
水
」
と
い
わ
れ
全
国
的
に
渇
水
が
発
生
し
た
平
成
六
年
に
は
、
神
戸

市
で
年
間
降
水
量
が
平
年
値
の
約
四
五
％
の
五
九
八
ミ
リ
を
記
録
す
る
な
ど
、
県

内
全
域
で
渇
水
が
発
生
し
、
兵
庫
県
渇
水
対
策
本
部
を
八
月
十
日
か
ら
翌
年
の
五

月
十
五
日
ま
で
の
二
七
九
日
間
に
わ
た
っ
て
設
置
し
た
。

　
県
内
の
一
庫
ダ
ム
、
呑
吐
ダ
ム
、
生
野
ダ
ム
、
引
原
ダ
ム
及
び
淡
路
島
内
の
諭ゆ

鶴ず
る
羽は

ダ
ム
な
ど
、主
要
な
水
源
の
ほ
と
ん
ど
で
貯
水
率
が
著
し
く
低
下
し
、神
戸・

阪
神
地
域
の
主
な
水
源
で
あ
る
琵
琶
湖
で
は
、
九
月
十
五
日
に
観
測
開
始
以
来
の

最
低
水
位
よ
り
マ
イ
ナ
ス
一
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
各
水
系
で
各
用
水
と
も
厳
し
い
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
、
上
水
道

で
は
姫
路
市
、
洲
本
市
、
南
淡
町
（
現
南
あ
わ
じ
市
）
等
一
〇
市
一
二
町
で
約
二
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一
〇
万
人
が
断
水
や
減
圧
給
水
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
。
工
業
用
水
道
で
は
県
営
及
び
神
戸
市
ほ
か
四
市
の
工
業
用
水
道
で
給

水
制
限
が
実
施
さ
れ
、
一
部
の
企
業
で
は
生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
農
業
用
水
に
つ
い
て
も
、
番
水
（
時
間
や

順
番
を
決
め
て
配
水
す
る
方
法
）
等
に
よ
る
節
水
管
理
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
三
〇
憶
円
の
農
作
物
等
へ
の
被
害
が

発
生
し
た
。

　
な
お
、
取
水
制
限
以
外
に
も
、
渇
水
対
策
と
し
て
ダ
ム
の
底
水
や
発
電
用
水
の
緊
急
的
な
利
用
、
街
頭
で
の
節
水
Ｐ
Ｒ
が
行

わ
れ
、
淡
路
地
域
に
お
い
て
は
、
海
水
淡
水
化
装
置
の
設
置
や
他
団
体
か
ら
の
水
の
購
入
等
が
実
施
さ
れ
た
。

二
　
河
川
流
域
の
環
境
変
化
へ
の
対
応

河
川
環
境
管
理
基

本
計
画
の
策
定

生
活
創
造
・
地
域
づ
く
り
活
動
の
高
ま
り
の
中
、
都
市
化
や
生
産
活
動
の
拡
大
に
よ
る
流
域
の
急
変
が
地

域
社
会
の
河
川
環
境
に
関
す
る
要
請
を
増
大
さ
せ
、
か
つ
多
様
化
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
、
河
川

環
境
の
適
正
な
管
理
が
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
河
川
環
境
を
一
元
的
に
、
そ
し
て
長
期
的
・
広
域
的
視

野
に
立
ち
、
流
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
管
理
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
八
年
、
建
設
省
か
ら
「
河
川
環
境
管
理
基
本
計
画
」
の

策
定
に
つ
い
て
通
達
が
出
さ
れ
、
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
河
川
環
境
の
保
全
と
創
造
に
努
め
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
を

図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
河
川
敷
を
公
園
・
緑
地
・
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
す
る
河
川
空
間
の
利
用
、
地
域
住
民

等
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
河
川
空
間
の
保
全
な
ど
で
あ
る
。
県
内
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
猪
名
川
、
六
十
三
年
に
由
良

川
、
平
成
元
年
に
円
山
川
、
播
磨
・
丹
波
地
域
（
加
古
川
、
市
川
、
揖
保
川
、
千ち

種く
さ

川
、
夢ゆ

め
前さ

き
川
等
）、
平
成
二
年
に
武
庫
川
・
表

六
甲
河
川
な
ど
に
つ
い
て
策
定
さ
れ
た
。
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河
川
環
境
管
理
基
本
計
画
は
川
づ
く
り
全
体
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
施
策
で
あ
る
。
基
本
計
画
に
は
水
辺
に
関
す
る

河
川
空
間
管
理
計
画
、
水
質
や
水
量
に
関
す
る
水
環
境
管
理
が
あ
る
。
河
川
空
間
管
理
計
画
は
、
河
川
空
間
区
分
等
を
定
め
て
、

河
川
空
間
の
保
全
と
利
用
を
適
正
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
水
環
境
管
理
計
画
は
、
自
然
環
境
や
水
利
用
に
対
し
て
支
障
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
、
水
質
と
水
量
の
管
理
を
適
正
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、

多
自
然
型
川
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
多
自
然
型
川
づ
く
り
に
関
す
る
河
川
管
理
技
術
の
向
上
を
図
る
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

多
自
然
型

川
づ
く
り

高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
、
治
水
対
策
の
効
率
を
優
先
し
た
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
や
河
道
の
直
線
化
に

よ
る
河
川
改
修
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
河
川
改
修
方
法
は
、
自
然
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
い
た
め
、
国
は
、
平
成
二
年
か
ら
自
然
を
保
全
・
再
生
す
る
川
づ
く
り
と
し
て
「
多
自
然
型
川
づ
く
り
」
を
推
進
し
た
。

　
県
で
は
、
水
と
緑
に
親
し
み
、
触
れ
あ
え
る
場
等
の
水
辺
整
備
と
し
て
、
桜
づ
つ
み
モ

デ
ル
事
業
等
種
々
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
平
成
二
年
度
に
策
定
し
た
「
ふ
る
さ

と
桜
づ
つ
み
回
廊
計
画
」
は
、
河
川
堤
防
を
桜
で
つ
な
ぐ
延
長
一
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。「
千
鳥
川
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
一
級
河

川
加
古
川
水
系
千
鳥
川
の
直
下
流
に
位
置
す
る
箇
所
で
は
、
景
観
と
生
物
の
生
息
環
境
に

配
慮
し
た
工
法
で
平
成
五
年
度
に
河
川
改
修
が
施
工
さ
れ
、
都
市
化
が
進
む
中
で
も
河
川

沿
い
に
多
様
な
動
植
物
の
生
息
空
間
が
で
き
た
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真 74　�千鳥川の川づくり� �
（施工後、加東郡社町梶原）
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三
　
下
水
道
の
基
盤
整
備

生
活
排
水
九
九
％

大
作
戦
の
展
開

全
国
公
共
用
水
域
水
質
測
定
結
果
に
よ
る
と
、
県
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
等
の
健
康
項
目
に
つ
い
て
は
、
工
場
、

事
業
場
に
お
け
る
排
水
規
制
の
強
化
等
が
功
を
奏
し
て
、
そ
の
環
境
基
準
値
を
超
え
る
検
体
数
の
割
合
は

年
々
減
少
し
、
平
成
三
年
度
に
は
〇
・
〇
二
％
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
や
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学

的
酸
素
要
求
量
）
等
の
生
活
環
境
項
目
に
関
し
て
は
、
生
活
雑
排
水
が
主
な
原
因
と
な
り
、
平
成
三
年
度
は
二
五
・
〇
％
の
水

域
で
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
兵
庫
県
の
生
活
排
水
処
理
率
は
、
平
成
三
年
度
で
六
八
・
一
％
と
全
国
五
位
で
、

必
ず
し
も
遅
れ
て
い
る
状
態
で
は
な
い
も
の
の
、
神
戸
市
や
阪
神
間
各
市
の
公
共
下
水
道
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
全
県
的
な
平

均
値
が
押
し
上
げ
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
郡
部
に
お
い
て
は
、例
え
ば
、但
馬
地
域
が
一
六・四
％
、丹
波
地
域
が
一
九・二
％
、

淡
路
地
域
が
五
・
〇
％
と
都
市
部
と
の
格
差
が
歴
然
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
県
で
は
、
県
内
全
て
の
地
域
で
、
県
・
市
町
・

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
、
生
活
排
水
の
処
理
率
を
平
成
三
年
度
の
六
八
・
一
％
か
ら

十
三
年
度
に
は
九
九
％
と
す
る
「
生
活
排
水
九
九
％
大
作
戦
」
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
に
は
国
庫
補
助
制
度
が
活
用
で
き
、
そ
の
所
管
省
庁
は
建
設
省
、
農
林
水
産
省
、
厚
生
省
の
三

つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
市
町
は
、
主
に
次
の
三
つ
の
事
業
の
中
か
ら
合
理
的
な
処
理
方
法
を
複
合
し
て
選
択
し
な
が
ら
、
生
活

排
水
処
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
①
市
街
地
の
よ
う
に
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
地
区
で
は
公
共
下
水
道
、
②
何
十
軒

と
固
ま
っ
た
集
落
で
は
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
、
③
一
軒
一
軒
分
散
し
て
い
る
地
区
で
は
合

併
浄
化
槽
で
あ
る
。
以
上
の
処
理
方
法
の
選
択
に
関
し
て
、
貝
原
俊
民
知
事
は
、
生
活
排
水
九
九
％
大
作
戦
を
展
開
し
た
と
き
、

「
事
業
ご
と
に
補
助
率
や
補
助
対
象
施
設
等
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
選
択
に
よ
っ
て
は
市
町
負
担
や
受
益
者
負
担
に
格
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差
が
生
じ
て
き
ま
す
。
少
な
く
と
も
い
ず
れ
の
事
業
を
選
択
し
て
も
そ
こ
に

住
む
住
民
に
と
っ
て
負
担
が
公
平
に
な
る
よ
う
な
均
衡
あ
る
財
政
制
度
の
確

立
が
望
ま
れ
ま
す
」
と
述
懐
し
て
い
た
。

　
平
成
三
年
度
よ
り
市
町
の
下
水
道
整
備
の
基
本
計
画
策
定
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
県
費
補
助
と
し
、
ま
た
、
技
術
力
、
財
政
力
が
あ
ま
り
十
分
で
な

い
た
め
自
ら
事
業
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
過
疎
町
の
施
設
整
備
を
促

進
す
る
た
め
、
県
過
疎
代
行
制
度
な
ど
を
活
用
し
た
。
平
成
四
年
度
よ
り
受

益
者
負
担
金
の
軽
減
と
各
種
事
業
間
に
お
け
る
受
益
者
負
担
の
平
準
化
を
図

る
観
点
か
ら
、
市
町
が
実
施
す
る
生
活
排
水
処
理
事
業
に
対
し
、
自
治
振
興

助
成
事
業
に
よ
る
県
費
補
助
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
同
年
度
に
は
、「
緊
急

下
水
道
整
備
特
定
事
業
」
と
し
て
、
補
助
金
に
代
わ
り
地
方
交
付
税
措
置
が

な
さ
れ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
下
水
道
の
大
幅
な
普
及
拡
大
を
図

る
た
め
の
緊
急
措
置
で
あ
り
、
本
県
で
は
明
石
市
を
は
じ
め
九
市
で
実
施
さ

れ
た
。
加
え
て
、
市
町
に
お
け
る
技
術
職
員
の
不
足
に
対
応
し
て
、
下
水
道

公
社
等
に
よ
る
計
画
策
定
、
設
計
、
施
工
監
理
の
受
託
な
ど
の
対
応
を
講
じ

た
。

表42　生活排水処理率の状況と目標

処理率（％） 生活排水処理の状況（平成３年度） 目標（平成
13年度）

事業別 地　域 神戸 阪神 東播磨 西播磨 但馬 丹波 淡路 全県 全県

集合処理

公共下水道 96.9 81.7� 31.1� 34.7� 8.3� 7.3� 0.0� 62.2� 90.0�
農（漁）業集落
排水施設 0.2� 0.0� 0.2� 0.5� 1.8� 0.4� 0.0� 0.2� 4.0�

コミュティ・�
プラント 0.1� 0.0� 0.1� 0.9� 4.4� 0.5� 0.7� 0.4� 1.8�

個別処理 合併処理浄化槽 1.3� 4.8� 10.7� 7.0� 1.9� 10.9� 4.3� 5.3� 3.3�

合　　　　計 98.5� 86.5� 42.0� 43.1� 16.4� 19.2� 5.0� 68.1� 99.1�

（注）１．�生活排水処理率とは総人口のうち生活排水を処理している人口（処理人口）の割合である。
この処理人口は、集合処理では施設整備がなされた区域内の人口（住民基本台帳人口）を
指し、個別処理の場合は、合併処理浄化槽が設置されている家屋の人口（住民基本台帳人口）
を指す。

　　 ２．目標は全市町の生活排水処理計画によるものである。
� （「生活排水99％大作戦」を参照して作成）
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流
域
下
水
道

事
業
の
進
展

こ
の
時
期
に
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
下

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
取
組
が
ス
タ
ー

ト
し
た
県
に
よ
る
流
域
下
水
道
の
整
備
が
進
展
し
た
。
以

下
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

〔
猪
名
川
流
域
下
水
道
〕

　
昭
和
四
十
一
年
に
関
係
市
に
よ
る
事
業
と
し
て
始
ま
り
、

四
十
三
年
か
ら
は
兵
庫
県
・
大
阪
府
の
共
同
事
業
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
た
猪
名
川
流
域
下
水
道
は
、
五
十
七
年

度
に
は
全
て
の
関
係
市
町
（
伊
丹
市
、
宝
塚
市
、
川
西
市
、

猪
名
川
町
、
大
阪
府
豊
中
市
、
池
田
市
、
箕
面
市
、
豊と

よ

能の

町
）

が
流
入
開
始
し
た
。
平
成
四
年
度
末
に
は
、
管
き
ょ
の
整

備
が
全
線
完
成
し
た
。

〔
武
庫
川
（
上
流
）
流
域
下
水
道
〕

　
昭
和
五
十
三
年
度
に
事
業
着
手
し
た
武
庫
川
（
上
流
）
流
域
下
水
道
は
、
六
十
年
に
関
係
市
（
三
田
市
、
神
戸
市
、
西
宮
市
）

の
全
て
が
流
入
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
流
入
水
量
の
増
加
に
あ
わ
せ
処
理
場
を
順
次
増
設
し
た
。
ま
た
、
環
境
基
準
を
遵
守
す

る
た
め
、
処
理
方
式
を
標
準
活
性
汚
泥
法
か
ら
活
性
汚
泥
循
環
変
法
に
平
成
二
年
に
認
可
変
更
し
た
。

〔
武
庫
川
（
下
流
）
流
域
下
水
道
〕

第三章　全県全土公園化と交流・連携の基盤整備

231



　
昭
和
四
十
四
年
度
に
事
業
着
手
し
、
五
十
一
年
度
に
尼
崎
市
か
ら
の
流
入
を
開
始

し
て
い
た
武
庫
川
（
下
流
）
流
域
下
水
道
は
、
右
岸
第
一
幹
線
と
武
庫
川
幹
線
が
接

続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
十
五
年
に
宝
塚
市
、
翌
年
に
西
宮
市
が
流
入
開
始
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
に
は
中
継
ポ
ン
プ
場
の
供
用
開
始
で
伊
丹
市
が
流
入
開
始
し
、
関
係

四
市
と
も
流
入
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
流
入
水
量
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
処
理

場
や
ポ
ン
プ
場
を
順
次
増
設
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
に
は
降
雨
時
の
簡
易
処
理
施
設

と
し
て
雨
水
沈
殿
池
が
供
用
開
始
し
た
。
平
成
五
年
度
末
の
処
理
能
力
は
一
日
当
た

り
二
八
万
三
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
県
内
の
流
域
下
水
道
の
処
理
区
で
も
っ
と

も
高
く
な
っ
た
。

〔
加
古
川
（
上
流
）
流
域
下
水
道
〕

　
昭
和
五
十
一
年
度
に
事
業
着
手
し
、
終
末
処
理
場
の
用
地
取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、
五
十
四
年
度
か
ら
管
き
ょ
工
事
に
着

手
し
て
い
た
加
古
川
（
上
流
）
流
域
下
水
道
は
、
五
十
八
年
度
に
終
末
処
理
場
の
建
設
工
事
に
着
手
し
た
。
平
成
二
年
に
初
め

て
三
木
市
と
小
野
市
が
流
入
開
始
し
、
三
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
は
加
西
市
、
社
町
（
現
加
東
市
）、
滝
野
町
（
同
）、
西
脇
市

が
順
次
、
流
入
開
始
し
た
。
平
成
五
年
度
末
の
計
画
処
理
面
積
は
一
万
一
九
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
県
内
最
大
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
取
組
も
行
わ
れ
、
平
成
四
年
か
ら
は
処
理
水
を
再
利
用
し
た
場
内
修
景
施
設

と
処
理
場
に
隣
接
す
る
加
古
川
右
岸
で
「
や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

〔
加
古
川
（
下
流
）
流
域
下
水
道
〕

写真 75　武庫川流域下水道（上流処理区）
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加
古
川
流
域
下
水
道
（
下
流
処
理
区
）
は
、
加
古
川
市
、
高
砂
市
、
稲
美
町
及
び
播
磨
町
の
二
市
二
町
の
地
区
を
計
画
区
域

と
し
て
、
都
市
の
健
全
な
発
展
、
生
活
環
境
の
改
善
及
び
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
都
市
計

画
決
定
を
行
い
、
翌
年
度
、
管
き
ょ
工
事
、
処
理
場
建
設
工
事
に
着
手
し
た
。
平
成
四
年
に
初
め
て
加
古
川
市
が
流
入
開
始
し
、

翌
年
に
は
加
古
川
市
公
共
下
水
道
の
終
末
処
理
場
で
あ
る
尾
上
下
水
処
理
場
の
施
設
を
加
古
川
下
流
流
域
下
水
道
に
統
合
し
た
。

そ
の
後
も
水
処
理
施
設
の
増
設
工
事
を
行
い
、
平
成
五
年
に
高
砂
市
、
六
年
に
播
磨
町
が
流
入
開
始
し
、
稲
美
町
を
除
く
関
係

市
町
の
流
入
が
可
能
と
な
っ
た
。

〔
揖
保
川
流
域
下
水
道
〕

　
姫
路
市
及
び
太
子
町
に
よ
る
暫
定
計
画
に
よ
り
昭
和
五
十
三
年
度
に
事
業
着
手
し
、
主
と
し
て
内
陸
部
の
処
理
場
用
地
の
取

写真 76　�加古川流域下水道�
（上流処理場）

写真 77　�加古川流域下水道�
（下流処理場）

写真 78　�揖保川流域下水道�
（揖保川処理区）
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得
を
進
め
て
い
た
揖
保
川
流
域
下
水
道
は
、
五
十
六
年
度
に
管
き
ょ
工
事
、
翌
年
度
に
処
理
場
建
設
工
事
に
着
手
し
た
。
平
成

元
年
に
姫
路
市
の
皮
革
排
水
、
三
年
に
太
子
町
の
一
般
排
水
が
そ
れ
ぞ
れ
流
入
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
一
市
四
町
（
龍
野
市
（
現

た
つ
の
市
）、
新
宮
町
（
同
）、
揖
保
川
町
、
御
津
町
、
山
崎
町
（
現
宍
粟
市
））
が
処
理
区
域
に
加
わ
り
、
平
成
五
年
に
揖
保
川
町
と

御
津
町
の
一
般
排
水
が
流
入
開
始
、
六
年
に
龍
野
市
の
一
般
排
水
及
び
同
市
と
太
子
町
の
皮
革
排
水

が
流
入
開
始
し
、
本
流
域
の
懸
案
で
あ
っ
た
皮
革
排
水
前
処
理
場
か
ら
の
排
水
を
全
量
受
け
入
れ
た
。

そ
の
結
果
、
揖
保
川
の
水
質
は
大
幅
に
改
善
し
た
。

兵
庫
東
流
域
・
西
流
域
下
水
道
汚
泥

処
理
事
業
（
エ
ー
ス
プ
ラ
ン
）
開
始

下
水
道
整
備
の
進
展
に
伴
い
、
下
水
汚
泥
の
発
生
量
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
特
に
大
都
市
地
域
で
は
処
理
費
用
が
大
き
な

負
担
と
な
る
と
と
も
に
、
独
自
の
処
分
地
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
広
域
的
な
視
点
に

立
ち
、
下
水
汚
泥
を
円
滑
か
つ
適
正
に
処
理
・
処
分
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
日
本
下
水
道

事
業
団
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
日
本
下
水
道
事
業
団
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
二
以
上
の
地
方
公

共
団
体
が
管
理
す
る
終
末
処
理
場
等
か
ら
発
生
す
る
下
水
汚
泥
を
広
域
的
に
処
分
す
る
「
下
水
汚
泥

広
域
処
理
事
業
（
エ
ー
ス
プ
ラ
ン
）」
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
エ
ー
ス
プ
ラ
ン
は
当
初
、
首
都
圏
で
の
必
要
性
が
問
わ
れ
事
業
化
の
構
想
も
あ
っ
た
が
、
特
に
皮

革
排
水
の
あ
る
姫
路
市
が
汚
泥
処
理
に
困
っ
て
い
た
背
景
が
あ
り
、
兵
庫
西
エ
ー
ス
プ
ラ
ン
は
県
及

び
同
市
の
要
請
を
受
け
、
ま
た
、
兵
庫
東
エ
ー
ス
プ
ラ
ン
は
県
及
び
尼
崎
市
の
要
請
を
受
け
、
大
阪

府
を
含
む
関
西
圏
で
の
事
業
化
が
決
ま
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
全
国
に
先
が
け
て
昭
和
六
十
一
年
度

表43　下水汚泥広域処理事業（エースプラン）実施箇所

ブロック名 事業地 市町・流域名 対象処理場

兵庫東 尼崎市
丸島埋立地

尼崎市
武庫川流域下水道

東部、北部
武庫川上流・下流

兵庫西 姫路市
網干埋立地

姫路市、龍野市
太子町
揖保川流域下水道

中部、東部外6箇所
松原前処理場外2箇所
太子前処理場、揖保川

� （『兵庫の下水道』より引用）

第二編　経済優先から生活文化重視へ

234



か
ら
東
西
の
両
地
域
で
事
業
着
手
さ
れ
、
武
庫
川
流
域
下
水
道
の
汚
泥
処
理
は
、
平
成
元
年
よ
り
脱
水
ケ
ー
キ
で
兵
庫
東
エ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
処
分
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
揖
保
川
流
域
下
水
道
も
平
成
元
年
よ
り
脱
水
ケ
ー
キ
で
兵
庫
西
エ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
搬
送
を
開
始
し
た
。
兵
庫
西
地
域
に
お
け
る
皮
革
関
連
産
業
の
工
場
排
水
に
は
、
な
め
し
工
程
で
使
用
さ
れ
る
薬
品
の

一
部
が
含
ま
れ
、
そ
れ
が
下
水
汚
泥
に
蓄
積
す
る
こ
と
か
ら
、
西
エ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
汚
泥
の
灰
化
・
融
液
化
・
固
化
ま

で
処
理
で
き
る
大
規
模
な
溶
融
炉
が
設
置
さ
れ
た
。

兵
庫
県
下
水
道

公
社
の
設
立

下
水
道
は
、「
生
活
排
水
九
九
％
大
作
戦
」
の
進
展
に
伴
っ
て
、
建
設
か
ら
維
持
管
理
の
時
代
へ
移
行
し
つ

つ
あ
っ
た
。
下
水
道
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
効
率
的
で
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
市
町
に
お
い
て
公
共
下
水
道
の
維
持
管
理
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
県
に
お
い
て
も
流
域
下
水
道
関
連
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
業
務
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
下
水
道
の
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
流
域
下
水
道
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
下
水
道
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、

並
び
に
下
水
道
に
関
す
る
技
術
の
開
発
及
び
実
用
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
兵
庫
県
下
水
道
公
社
が
昭
和
六
十
年
に
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
県
内
市
町
の
公
共
下
水
道

の
整
備
に
対
す
る
技
術
支
援
を
行
い
、
そ
の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
で
県
内
の
下
水
道
普
及
率
を
高
め
、
生
活
環
境
の
改
善
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
一
層
寄
与
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
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四
　
風
水
害
に
対
す
る
施
設
・
設
備
の
整
備

洪
水
調
節
ダ

ム
の
整
備

昭
和
四
十
年
代
以
降
、県
に
お
い
て
も
ダ
ム
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
、五
十
五
年
度
ま
で
に
県
に
よ
る
管
理・

建
設
中
の
ダ
ム
は
九
つ
を
数
え
た
。
台
風
・
大
雨
時
に
は
そ
の
洪
水
調
節
機
能
を
発
揮
し
、
河
川
下
流
域
に

お
け
る
幾
多
の
洪
水
被
害
を
防
い
で
き
た
。
こ
の
時
期
に
治
水
事
業
と
し
て
整
備
が
完
了
し
た
ダ
ム
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

〔
天
王
ダ
ム
〕

　
神
戸
市
の
新
湊
川
水
系
天
王
谷
川
に
県
が
建
設
し
た
治
水
ダ
ム
で
あ
る
。
神
戸
市
街
地
を
流
れ
る
六
甲
山
系
の
河
川
の
中
で

最
大
級
の
新
湊
川
は
急
峻
で
あ
り
、
古
来
よ
り
度
々
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
昭
和
十

三
年
阪
神
大
水
害
で
神
戸
市
街
地
が
大
災
害
を
受
け
た
た
め
、
十
八
年
頃
か
ら
内
務
省
事

業
と
し
て
建
設
が
始
ま
っ
た
。
戦
争
で
一
時
中
断
さ
れ

た
が
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
豪
雨
を
契
機
に
翌
四
十
三

年
に
天
王
ダ
ム
建
設
を
再
開
し
、
五
十
五
年
に
完
成
し

た
。
天
王
ダ
ム
は
洪
水
調
節
と
六
甲
山
か
ら
の
土
砂
流

出
を
防
止
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
た
た
め
、
平
常
時
の

貯
水
池
内
は
堆
砂
容
量
の
部
分
湛た
ん

水す
い

が
あ
る
の
み
で
、

他
の
ほ
と
ん
ど
は
広
大
な
空
地
と
な
っ
た
。

〔
安
富
ダ
ム
〕

　
安
富
町
（
現
姫
路
市
）
の
揖
保
川
水
系
林
田
川
に
県

写真 79　天王ダム

区分 天王ダム 安富ダム 長谷ダム
位置 神戸市北区 安富町 新宮町

形式 重力式コン
クリート 同左 同左

堤高（m） 33.8 50.5� 30.3
堤頂長（m） 127.0� 145.0� 125.0�
流域面積（㎢） 4.6 15.5 1.2
総貯水容量（千㎥） 800 2,950� 240
完成年 昭和55年 昭和60年 平成3年
� （『ダム便覧』より作成）

表44　治水ダム（昭和55年～平成6年完成）の諸元
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が
建
設
し
た
治
水
ダ
ム
で
あ
る
。
揖
保
川
水
系
林
田
川
の
流
域
は
南
北
に
細
長
く
河
川
勾
配
が
急
な
た
め
洪
水
は
一
気
に
流
出

し
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
。
古
く
か
ら
杉
、
桧
が
植
林
さ
れ
水
源
か
ん
養
保
安
林
の
多
い
地
域
で
あ
る
。
繰
り
返
す
洪
水
と

渇
水
に
対
処
す
る
た
め
県
は
「
か
ん
が
い
用
ダ
ム
」
を
計
画
し
、
昭
和
三
十
八
年
に
調
査
を
開
始
し
た
。
地
元
の
要
望
を
受
け
、

ダ
ム
建
設
開
始
前
に
道
路
改
良
、
河
川
改
修
、
砂
防
、
通
学
路
の
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
を
行
い
、
昭
和
六
十
年
に
完
成
し
た
。

〔
長な
が
谷た

に
ダ
ム
〕

　
新
宮
町
の
千
種
川
水
系
長
谷
川
に
県
が
建
設
し
た
治
水
ダ
ム
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
上
郡
町
、三
日
月
町（
現
佐
用
町
）、

新
宮
町
に
ま
た
が
る
吉
備
高
原
東
端
部
分
を
切
り
開
く
播
磨
科
学
公
園
都
市
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
、
長
谷
ダ
ム
は
、
そ
の
開

発
に
伴
う
流
出
量
増
加
と
長
谷
川
沿
川
の
洪
水
被
害
に
対
処
す
る
た
め
に
地
域
整
備
ダ
ム
事
業
と
し
て
平
成
三
年
に
完
成
し
た
。

水
防
情
報
通
信

設
備
の
整
備

多
発
す
る
風
水
害
に
対
す
る
情
報
の
通
信
手
段
と
し
て
、
無
線
設
備
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
兵
庫
県
で
の

ダ
ム
管
理
用
無
線
設
備
は
、
昭
和
四
十
七
年
、
市
川
水
系
生
野
ダ
ム
が
竣
工
し
、
生
野
ダ
ム
管
理
用
無
線
設

備
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
諭
鶴
羽
ダ
ム
、
菅す
ご
う生
ダ
ム
、
天
王
ダ
ム
等
に
ダ
ム
管
理
用
無
線
設
備
を
設
置
し
た
。

　
翌
昭
和
四
十
八
年
に
初
め
て
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
型
無
線
機
の
新
設
が
認
め
ら
れ
、
計
二
四
台
が
導
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和

五
十
五
年
に
千
種
川
水
系
に
県
内
で
初
め
て
河
川
水
防
用
の
大
規
模
な
テ
レ
メ
ー
タ
通
信
系
が
完
成
し
た
。
そ
の
後
昭
和
六
十

二
年
に
か
け
て
、円
山
川
の
県
管
理
区
間
（
上
流
部
）、浜
坂
土
木
事
務
所
管
内
の
矢
田
川
、岸
田
川
等
を
対
象
に
順
次
テ
レ
メ
ー

タ
を
新
設
し
た
。

　
平
成
六
年
に
土
木
部
と
企
画
部
が
共
同
で
県
庁
・
土
木
事
務
所
等
・
パ
ト
ロ
ー
ル
車
等
と
の
通
信
系
の
再
構
築
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
当
時
県
庁
と
土
木
事
務
所
等
・
パ
ト
ロ
ー
ル
車
等
と
の
通
信
は
「
六
甲
山
」「
粟あ
わ

鹿が

山
」
の
二
中
継
所
と
電
波
が
届
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き
に
く
い
山
間
部
向
け
の
一
補
助
中
継
所
に
頼
っ
て
お
り
、
水
防
時
な
ど
に
通
話
が
輻ふ

く
輳そ

う
し
た
。
こ
の
た
め
、
県
内
に
五
中
継

所
を
新
設
し
、
県
庁
と
中
継
所
と
の
間
を
全
て
多
重
無
線
で
結
び
、
通
話
の
輻
輳
の
緩
和
等
を
図
っ
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
八
年
等
に
お
い
て
水
防
用
テ
レ
メ
ー
タ
は
、「
観
測
地
点
で
降
雨
が
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
観
測
所
か
ら
監
視

局
に
送
信
す
る
機
能
」
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
平
常
時
は
無
人
管
理
の
ダ
ム
や
土
木
事
務
所
で
監
視
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
五
節
　
県
内
二
時
間
交
通
の
実
現
に
向
け
て

　
こ
の
時
代
に
は
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
及
び
六
十
二
年
に
策
定

さ
れ
た
「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、道
路
整
備
緊
急
措
置
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
「
第
八
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」（
昭
和
五
十
三
〜
五
十
七
年
度
）

か
ら
「
第
一
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」（
平
成
五
〜
九
年
度
）
に
わ
た
っ
て
毎
回
大
幅
な
増
額
を
伴
う
予
算
総
額
約
一
九
二

兆
円
に
及
ぶ
国
の
長
期
計
画
に
基
づ
き
、
兵
庫
県
で
は
高
速
道
六
基
幹
軸
や
生
活
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
県
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
策
定
し
た
「
兵
庫
県
総
合
交
通
計
画
（
基
本
計
画
）」
を
踏
ま
え
、
従
来
か
ら
推
進
し
て
き

た
陸
上
交
通
の
“
県
内
二
時
間
交
通
”
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
一
年
を
目
指
し
て
高
速
道
路
、
新
幹
線
、
航
空
等
の

総
合
的
な
高
速
交
通
網
の
拡
充
整
備
を
図
り
、
交
通
機
関
の
選
択
に
よ
る
“
県
内
一
時
間
高
速
交
通
圏
”
を
確
立
す
る
こ
と
を

交
通
体
系
の
整
備
目
標
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
異
種
交
通
手
段
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
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